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特集　①道の後継者の集いⅢ　

　　 　②あしつスプリングフェスタ

　私たちの日常、節と思うような心晴れない苦しい日々でも、親神

様、教祖のご守護があることに感謝してお礼申し上げ、教会でおつ

とめを勤めたり、ひのきしんに励むなど、できることを考えて素直

に教えを実行していれば、教祖はその真実をお受け取りくださり、

一人ひとりの成人の道の足取りを支え、後押ししてくださると思い

ます。こうした教えに根ざした努力の積み重ねが将来への伏せ込み

となって、道を通る力が養われていくのであります。

（立教 187年　春の学生おぢばがえり真柱様メッセージより）



（２）育成だより 25 号

教会の将来を担う若者を
１人でも多く参加させよう

①道の後継者の集いⅢ

芦津大教会では、今年の８月末から３次に分けて、「芦津　道の後継者の集いⅢ」を開
催します。対象は、18歳から48歳までのようぼく、信者子弟の男女です。
今回の集いⅢでは、改めて諭達に込められた真柱様の思いにお応えさせていただくべく、
年祭活動の最中、それぞれが自分にできるおたすけを見つけることを目指します。

○継続的な育成・丹精の場を
　大教会では教祖百三十年祭後、「教会長子弟

育成プロジェクト」の一環として、しっかりと

「人を育てる」という意識のもと、定期的な丹

精の場を設けることで、前の教祖年祭から次の

年祭までの 10 年間の「育成の流れ」を作って

います。その上で、教会長子弟に限らず、広く

若年層全体を対象とした独自の育成行事として

「芦津道の後継者の集い」を定期的に開催して

います。

　教会長が、親が、子弟に対していつ、何の行

事があって、どれを勧めればいいのかを常に考

え、声を掛け、心を掛けることは大切な育成の

一つです。大教会という大きな器を利用し、同

じお道を通る仲間と知り合う中で、勇んで毎日

を通れるような集いを企画しています。

○自分にできるおたすけを見つけ、実践に移す
　今回の集いⅢは、改めて諭達に込められた真

柱様の思いにお応えさせていただくべく、それ

ぞれが自分にできるおたすけを見つけること、

「教祖にお喜びいただける成人を目指して～自

分にできるおたすけ～」がテーマとなります。

　諭達を分かりやすく紐解き、ひながたの実践、

それに伴う行動を学び、年祭活動２年目の今、

「教祖にお喜びいただく成人を目指して、自分

には何ができるのか」を意識し、行動に移すこ

とを目指します。グループワークを中心とした

内容盛りだく

さんの１泊２

日のプログラ

ムとなってい

ます。
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教祖年祭から次の年祭までの 10年間を一つの区切りと捉え、10年単位で若年層育成を継続して
行おうと、前回の後継者講習会受講者を対象に、年祭の 2年後、5年後、8年後に「芦津　道の
後継者の集い」を開催。集いを通して継続した丹精を行っています。
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育成だより 25 号（３）

○対象者にはもれなく声を掛けよう
　集いⅢは３次に分けて開催します。第１次が

８月 24 日～ 25 日、第２次が８月 31 日～９

月１日、第３次が 10 月５日～６日、いずれも

土日の１泊２日で、芦津詰所で行います。

　対象者は、教祖 130 年祭の翌年に開催され

た本部の「後継者講習会」の受講対象者であっ

た男女、18 歳から 48 歳のようぼく、信者子

弟です。

　普段、会活動以外で所属教会を越えて語り合

う機会がなかなかないのが現状です。年代毎に

分かれた班を中心に、いろいろな立場の芦津に

繋がる教友が、１泊２日のプログラムを通して、

学びを共に

し、共 に 勇

んだ年祭活

動の歩みを

進めるため

の気付きの

場、きかっけの場となるような集いとなってい

ます。

　教会長さん方には、各教会の上で、教祖

150 年祭、立教 200 年と、これから先、芯と

なって活躍してもらいたい次代を担う方々に、

まずはしっかりと教会から声を掛け、参加を促

していただきますようお願いいたします。

第１次：立教187年 8/24（土）～25（日）
第２次：立教187年 8/31（土）～9/1（日）
第３次：立教187年 10/5（土）～6（日）

18才～48才のようぼく・信者子弟

芦津　道の後継者の集いⅢ　概要

ビデオ、グループワーク、懇親会など

ハッピ、筆記用具、保険証、雨具、宿泊に必要なもの

未就学の子供の託児を行います。参加申し込みの際、託児申し込み欄に
必要事項を記載し、申し込みください。

参加申込書を大教会事務所、または担当・望月慶太まで提出、
もしくは個別にオンライン申し込み可

１泊２日の合宿 芦津詰所

１人2500円

※オンライン申し込みいただいた受講者の所属の会長様には、担当より申し込みのご連絡を致します。
※５月23日締切りとさせていただいていますが、まだ申し込みは受け付けています。

※１日目 11:30 受付、２日目 11:30 解散

日　程

対　象

期　間 会　場

内　容

申　込

託　児

携行品

受講御供 （初日昼食から２日目昼食までの食事代と、宿泊、水道、光熱費御供を含みます）

初
日

午
後

初
日

夜

翌
日

午
前

受付（11:00 ～ 12:30）
開講
グループワーク①
ビデオ①－１　「ひながたの実践（三つの心）」
クループワーク②－１
ビデオ①－２　「ひながたの実践（七つの行動）」
クループワーク②－２

朝づとめ参拝
ビデオ②　「おたすけの実践」
グループワーク③「自分にできるおたすけ」
閉講（11:30 頃解散）

夕づとめ遥拝
懇親会

プログラム概要



（４）育成だより 25 号

立教１８１年　８月１８ ・ １９日、 ２７ ・ ２８日、 ９月１ ・ ２日開催

集いⅠ・集いⅡ、受講後アンケートより

自分が日々の中で実行できそうなことを、たくさんの意見の中で考えられることが
できました。懇親会でも繋がりができて楽しかったです。（38 歳・男）

たくさんのご恩に改めて気付かせてもらいました。自分が今後どのように通らせて
もらえばよいのか考える、良い機会になりました。（30 歳・女）

講話や班の方の話をきき、共感や得心することがたくさんありました。
スタッフや班の方にとてもよくしていただき、楽しかったです。（29 歳・男）

最初は不安でしたが、たくさんの方と話し、とても楽しかったです。
同世代のいろいろな意見がきけて勉強になりました。（21 歳・女）

　立教 181 年には「集いⅠ」を３次にわたり、立教 184 年には、「集いⅡ」を、コロナ禍で１

回のみ開催。受講者は、その際の集いのプログラムを通して、たくさんの学びを得、また芦津

に繋がる教友と時間を共にする中で、いろいろな気付きや今後の通り方を考えるきっかけをも

らいました。集いⅠ・Ⅱを受講できなかった方も、ぜひ集いⅢにはご受講ください！

芦津　道の後継者の集いⅠ

立教１８４年　１１月２７ ・ ２８日開催

芦津　道の後継者の集いⅡ

　集いⅠは、ご本部で開催された「後継者講習

会」と同じ、20 歳から 40 歳までの若者を対象に、

「日々の陽気ぐらしの実践」の後押し、さらに

芦津大教会創立 130 周年記念祭に向けて「日々

プラスワン」の実行を促すことを目的に開催し

ました。

　６人１班に分か

れ て の グ ル ー プ

ミーティング、講

話、ビ デ オ、懇 親

会などを行い、受

講者は自分に矢印を向け、自分にできる「日々

プラスワン」を見つけ出し、今後の目標としま

した。

　集いⅡは、集いⅠより対象を 18 歳から 45 歳

までに広げ、基本教理を学び、教会などで役立

つ知識・技術を習得することを目的に開催しま

した。新たな試

みとして「選択

講 座」を 採 用。

複数の講座を用

意し、受講者自

らが興味のある項目を受講することにより、前

向きな気持ちで主体的に講座を受けてもらいま

した。

　また全体講話では、天理大学教授・臨床心理

士で、本部直属淀分教会淀高知布教所長・金山

元春先生から「心の向きを変えよう」と題して

お話を頂き、お道の人としての考え方をベース

に、臨床心理の観点も交え、人間関係における

心 の 持 ち

方、心の向

きの変え方

についてお

話を頂きま

した。
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詳細は芦津学生担当委員会（木村・奥田）まで

○少年会芦津団の動き
　少年会芦津団（加世田洋団長）は、29、30日に「わ

かぎの集い」を大教会で開催し、中学生 13 名が

参加しました。

　おつとめ練習では、少年会総会で勤める座りづ

とめを学びました。午後からは、難波に移動し、

100 個以上の看板を探し出すフォトテーリングを

班対抗で行いながら、大阪の観光スポットで写真

を撮りました。夕食はたこ焼きパーティーで、大

いに盛り上がりました。

　翌 30 日は第 52 回少年会芦津団総会。少年会

員 219 名、育成会員 351 名、計 570 名が集ま

りました。今年は８交替でおつとめを勤め、小さ

な子供たちがおつとめ衣を身に付けて、懸命にお

つとめをしました。

　式典では、少年会長様の御告辞、大教会長様か

ら三つの約束についてのお話がありました。式典

後、中学３年生は「成人門出式」を行い、お楽し

み行事では、模擬店、ゲームコーナーやで大いに

盛り上がりを見せました。

育成だより 25 号（５）

3月 27日から30日、春の若年層育成期間「あしつ
スプリングフェスタ」を開催しました。この期間は、
若年層のための活動・行事が集中して開催されており、
お道の教えを学び、身に付ける貴重な機会となってい
ます。晴天に恵まれたこの期間、芦津に繋がる多くの
若者、少年会員たちがおぢば、大教会に集まりました。

○芦津学生会の動き
　芦津学生会（森道治委員長）は、3 月 27 日に

「HAPPY 徒歩団参」を実施。中学生から 25 歳ま

での若者 34 名が、十三峠を越えておぢばを目指

して歩きました。

　急勾配の上り坂は励まし合いながら、下り坂で

は和やかに話しながら、約 13 ㎞の道のりを全員

が笑顔で歩き切りました。

　翌 28 日、「次代を担うようぼくへ」をスローガ

ンに本部中庭で「春の学生おぢばがえり」が開催

されました。式典後は、詰所で直属アワーを開催。

大教会長様から親しくお話を頂き、昼食後は、班

別対抗ゲームなどで交流を深め、最後に班ごとに

ケーキを作りました。直属アワーには各教区から

参加した学生も加わり、全員で 53 名の学生が参

加しました。

　また 29 日のわかぎの集い、30 日の少年会総会

では有志の高校生、大学生がスタッフとして、少

年会員を笑顔でいっぱいにしようと、ひのきしん

に励みました。

倖悟ﾗ
綱ﾑ壕

ﾗ┌ズ
ダﾘゲ

Ç

倖悟ﾗ
綱ﾑ壕

ﾗ┌ズ
ダﾘゲ

Ç

②あしつスプリングフェスタ報告

育成だより 25 号（５）
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詳細は芦津学生担当委員会（木村・奥田）まで
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育成 infor�ation

～自分にできるおたすけ～～自分にできるおたすけ～

一人でも多くのご参加お待ちしております。一人でも多くのご参加お待ちしております。

オンライン申し込みはコチラから→オンライン申し込みはコチラから→

後継者の集いⅢ道の
芦津

教祖にお喜びいただける成人を目指して教祖にお喜びいただける成人を目指して


